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３． 研究概要 

高齢化社会の中で循環器疾患の死因に占める割合の増加が顕著であることは周知の事実

である。島根県は全国有数の高齢化県であるため高齢者に関する医学研究はとりわけ重要

な研究課題である。本研究では急性冠症候群で島根大学医学部附属病院循環器内科に入院

し治療を受けた患者さんの予後の予測に入院時，退院時の血漿 BNPが有用化否かを検討す

る。 

 

（目的） 

急性冠症候群として入院し、退院できた患者さんについて予後を過去６年（血漿 BNPデ

ータの利用が出来るようになった時期）にわたり遡り、その死亡の有無についてテレホン

インタビューを行い情報を収集した。この情報を基にして入院時，退院時の血漿 BNPレベ

ルが予後予測に有用か否かを検討しバイオマーカーの予後判断における有用性を検討する

ために行われた。 

 

（対象・方法） 

情報欠損の少ない急性冠症候群の診断で島根大学医学部附属病院入院し、退院できた 132

名を対象とした。血漿 BNPは電気的免疫化学発光により測定した。心筋梗塞の局在の影響

についても検討した。統計解析は JMP5.1を用いて行った。生存分析は多変量 Coxの比例

                                                  
1島根大学医学部附属病院循環器内科 
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ハザードモデルにて検討し，Kaplan-Meier法にて表示し、Log Rankテストにて検定した。 

 

（結果） 

表 1-2に示すように，解析対象例は 132名であった。女性／男性は 46／86であった。平

均年齢は 75.４歳と高齢者が多かった。過去６年を遡って情報収集を行った結果 19 名がす

でに死亡していた。死亡者の平均年齢は 83.5歳と超高齢であった。生存者の平均年齢は 74

歳であった。全体の入院時の平均血漿 BNP 濃度は 138pg/ml で，退院時の平均血漿 BNP

濃度は 101pg/mlであった。生存者の入院時血漿 BNP濃度の平均は 121pg/mlで，死亡者

の入院時血漿 BNP濃度の平均は 308pg/mlで有意に死亡例で高い値を示した(p=0.005). 同

様に退院時の血漿 BNP 濃度についも検討を行うと生存者では 81pg/ml で，死亡者では

235pg/mlで有意に死亡例で高かった(p=0.05)。血圧，HbA11c，TCには両群間で差を認め

なかった。表 3に示すように年齢で調整した Coxの比例ハザードモデルでの解析では退院

時の血漿 BNP濃度は予後の予測に有用であるが、入院時の BNP濃度もその傾向を認める

が若干弱いと思われた。表 4に示すように年齢，心筋梗塞の局在を調整した Coxの比例ハ

ザードモデル解析を行うと入院時の血漿BNP組み込みモデルでは前壁梗塞の存在が有意な

因子として残り、入院時の血漿 BNP濃度は p=0.08で統計上は有意でなくなった。他方、

退院時血漿 BNP組み込みモデルでは BNP濃度(p=0.01), 前壁梗塞の存在(p=0.018)で統計

上有意な因子として残った。下壁梗塞の存在も生命予後に関与することが示唆された。表

４に示すように年齢，BNP濃度，梗塞領域の情報を組み込んだ多変量の Coxの比例ハザー

ドモデル解析を行ったところ、退院時血漿BNP組み込みモデルでは退院時血漿BNP濃度，

前壁梗塞の有無のみが有意な因子として残った。入院時 BNP組み込みモデルでは BNPは

統計上有意ではなく前壁梗塞の有無のみが有意な因子として残った。下壁梗塞の有無も予

後に影響する可能性が示唆された。心臓血管死と退院時、入院時血漿 BNP 濃度の関係を

ROC 曲線を用いて解析すると図 1-2 のようになり、それぞれ AUC 0.744，感度 0.923,特

異度 0.494, Odds Ratio 110, AUC 0.693，感度 0.625,特異度 0.731, Odds Ratio 40.3であっ

た。カットオフ値は退院時は 95.2pg/mlで、入院時は 293.2pg/mlであった。各々のカット

オフ値を用い２群に分類し Kaplan-Maier表示を行うと図 3-4のようになり、カットオフ値

を超える群の予後が有意に不良であった。 

（結語） 

退院時の血漿 BNP濃度は退院後の予後の予測に有用であった。入院時の血漿 BNP濃度

もほぼ同様の傾向を示したが不安定な病態のためかややパワーが劣ると考えられた。心筋

梗塞の梗塞部位も前壁梗塞が予後に影響が強いと思われた。薬物に関しては今回の検討で

は充分な解析が出来ておらず今後の課題としたい。 
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表２ Univariate Cox’s Proportional Hazard Model Analysis 
      Based on Cardiovascular Death in ACD patients 

表１ Patient Characteristics 

表３ Multivariate Cox’s Proportional Hazard Model Analysis 
      Based on Cardiovascular Death in ACS patients 
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図１ Receiver Opration Charasteristic Curve Analysis of Discharge BNP 
      Based on Cardiovascular Death 

図２ Receiver Opration Charasteristic Curve Analysis of Admission BNP 
      Based on Cardiovascular Death 
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図３ Kaplan-Meier Survival Analysis of Discharge BNP Levers 
      Based on Cardiovascular Death 

図４ Kaplan-Meier Survival Analysis of Admission BNP Levers 
      Based on Cardiovascular Death 
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